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久村 暁台（くむら きょうたい）

資 料

短冊 『おほそらに 雁かねくらし 春の月 暁台』

作 者

１７３２（享保１７）．９．１－１７９２（寛政４）．１．２０

尾張（愛知県）名古屋生まれ。

武藤巴雀・白尼父子に俳諧を学び、暮雨巷暁台として門

人を集める。与謝蕪村らとともに蕉風の復興をめざす天明

俳諧の中心として活動する。「去来抄」など芭蕉の著作を

翻刻する。
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